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Courage to live (part 1) 
一-Position of‘Learning' in co-operative movement 
and “Bi-Hihyo (AestheticsjCritics)" group in the early 1930's Kyoto: 









































































































































































































































































































ぞれが1JlGのー ノl三ο年であったのであム一元三O卒、 I並球のE転lJs'b [.，;言嫌dちりとす





































































































































































































































































































































































































































































































































































15 ベンヤミン(1995)1歴史の概念について」・メニング‘ハウス (2000)r敷居学 べンヤミシの神話
のパサージュ~ (現代思潮新社)所収「神話的なものの時間形式、永劫回帰」参照。
16 r全集』④(1981) (初出『京都帝国大学新聞~ 1930年12月21日)。
17 池田 (1980)r閣の文化史 モンタージュ 1920年代~ (駿々堂出版)1あとがき」、市村(1987)r名
づけの精神史~ (みすず書房)所収 Ir失敗」の意味」、また菅前掲(1977)1抵抗(レジスタンス)の思
想的意義をめぐって」など参照。




















責任編集(1976)r京都の歴史 9 ・世界の京都~ (皐裏書林)In -2 市民運動の展開J(渡部・秋定)
参照。
24 朴慶植(1990)r 日本植民地下の在日朝鮮人の状況~ (三一書房)Ir満州事変』勃発下の朝鮮人の動き」、






究と教育実践」、土屋 (1995)~近代日本教育労働運動史研究J (労働旬報社) I~新教J ~教労』の教育認




意味」京都市編前掲 (1976)IDI -2 文化運動の混迷J(飛鳥井雅道他)。
26 京都生活協同組合編 (1998)~デルタからの出発一一生協運動の先覚者能勢克男J (かもがわ出版)能
勢「戦前生協運動の思い出」、住谷他(1953)~京都地方学生社会運動史J (京都府労働経済研究所)I学
生消費組合運動」、朴慶植前掲 (1979)I赤色救援会、消費組合の活動」。







30 山田 (1963)I ~美批評』、『世界文化JJ (~思想J No.470)、同志社大学人文科学研究所編(1968)
『戦時下抵抗の研究1J (みすず書房)平林 I~美・批評』集団の成立」、辻部(1963) I ~世界文化』と
『土曜日』のころJ(~思想の科学J No.17)、祖父江前掲(1990)特に「三0年代前半におけるマルクス
主義思想」参照。
31 伊藤(俊治)(1992) ~20世紀写真史J (筑摩書房)I機械神の幻影JIデザインされるイコン」、梅田
(俊)(2001) ~ポスターの社会史一一大原社研コレクションJ (ひつじ書房)、鴇明浩他編(1994)~京都
映画図絵J(フィルムアート社)Iチャンパラ・スターの大全盛期」。









35 グラムシについて吉田拙論 (2002)IポジションとマヌーヴァJ(本誌1号)、また山寄前掲 (2002)












































1966 尼ケ崎彬「主体性の思索J ・藤田竜生 I~生』の美学一一「中井美学』の示唆するもの」、
郡定也「中井正一研究の視点一一全集刊行に絡めて」、稲葉誠也「中井正ーの図書館論」
1967 
1968 武谷三男 11930年代と『世界文化J (全集「弁証法の諸問題』解説)、同志社大学人文





















































































1 アイデンティティ Identite/O:敵対性Opposition/T :全体性Totalite
(1)一(3)I危機のなかの闘争Jluttes critiques (C:}luttes affarmatives) 
(1) 組織の水準:危機の行動conduitesde crises (例:解雇からの復帰)
1 行為者-0:障害物 (1-Tを隔てる)-T: (社会)組織
(2) 制度の水準:閉塞の行動conduitesde blocage (例:政治参加の閉塞)
1 行為者-0:参加の障壁 (Tの門戸の守備)ーT:意思決定の場
(3) 歴史性の水準:革命的行為actionrevolutionaire 
I 行為者-0:支配的社会秩序 (Tとの断絶)-T :新たな社会秩序
【資料3】初期『美・批評』執筆者・記事一覧



























































































5月 f 5・15事件J/ f32年テーゼ」発表/斎藤内閣成立・「自力更生運動」
6月 京都放送局開局
8月 反戦デー・京消米よこせデモ(1日)/国民精神文化研究所設立
10月 「唯物論研究会」結成/色彩映画『十分間の思索J(中井) w海の詩J(辻部)上映
【関連地図】
当時の京都市北部の地図 (1931年作成『京都市全園Jl(京都市土木局蔵版)より作成)
l 高野:紡績・友禅工場の集中地域(争議多発)、京都家庭消費組合・京都消費組合本部
2 田中:田中水平社(旧)夜学校・養正少年団・無産者消費組合支部・洛北診療所等
3 西陣:西陣ビロード工争議等繊維工場集中(争議多発)、新興教育研究所事件
4 下鴨:京都家庭消費組合の中心地、能勢克男・中井正ーらの自宅、松竹下加茂撮影所
5 壬生:京都無産者消費組合本部、京都消費組合の中心地
6 新京極:映画館・芝居小屋などの集中地、喫茶庖・カフェも多い
7 花園:京都プロレタリア消費組合の活動
京都大学生涯教育学・図書館情報学研究 vol.2. 2003年
A 京都帝国大学:京大学生消費組合・弾圧事件、瀧川事件 (1933)
B 鐘紡京都工場:鐘紡争議 (1930年)
C 同志社大学:同大学生消費組合・購買組合、同志社事件(能勢・中島重らの免職)
D 三条青年会館 r米よこせデモ」等消費組合・労働運動関係の集会(現京都YMCA)
E 京大楽友会館 r美・批評』研究会の例会
? 。
